
　　　
2020 年

ねん
4 月
がつ
25 日

にち
（土

ど
曜
よう
）　四

よ
ツ谷

や
おにぎり仲

なか
間
ま

こんにちは！私
わたし

たちは毎
まいしゅう

週土
ど よ う び

曜日に、四
よ つ や

ツ谷周
しゅうへん

辺と銀
ぎ ん ざ

座・日
ひ び や こ う え ん

比谷公園、東
とうきょう

京駅
えき

周
しゅうへん

辺で

生
せいかつ

活されている方
かたがた

々を訪
ほうもん

問しているボランティアグループです。

つう しん

【福
ふくしこうどう

祉行動の休
きゅうし

止について】

先
せんしゅう

週の通
つうしん

信でもお知
し

らせしましたように、新
しんがた

型コロナウィルス感
かんせんしょう

染症

の拡
かくだい

大に伴
ともな

い、当
とうめん

面の間
あいだ

、毎
まいしゅう

週月
げつようび

曜日の福
ふくし

祉行
こうどう

動は、お休
やす

みいたします。

ただし、病
びょうい

院や生
せいかつ

活相
そうだん

談等
など

で、福
ふくし

祉事
じ む し ょ

務所に行
い

くことを希
きぼう

望される方
かた

は、

毎
まいしゅう

週土
ど よ う び

曜日におにぎりを持
じさん

参して訪
ほうもん

問したときに、声
こえ

をかけていただい

た場
ばあい

合のみ、翌
よくよくじつ

々日の月
げつようび

曜日に、福
ふくし

祉事
じ む し ょ

務所まで同
どうこう

行いたします。

最
も よ り

寄の福
ふ く し じ む し ょ

祉事務所

中
ちゅうおうくふくしじむしょ

央区福祉事務所・・中
ちゅうおうく

央区築
つ き じ

地 1-1-1　中
ちゅうおうくやくしょ

央区役所 4 階
かい

千
ち よ だ く ふ く し じ む し ょ

代田区福祉事務所・・千
ち よ だ く

代田区九
くだんみなみ

段南 1-2-1　千
ち よ だ く や く し ょ

代田区役所 3 階
かい

＜新
しんがた

型コロナウィルスに関
かん

する電
でんわそうだんまどぐち

話相談窓口＞

厚
こうせいろうどうしょう

生労働省 0120-565653（フリーダイヤル） 9 時
じ

～ 21 時
じ

東
とうきょうと

京都 0570-550571 　9 時
じ

～ 21 時
じ

( 土
ど

日
にち

・祝
しゅくじつ

日も実
じっ

施
し

）

【訪
ほうもんかつどう

問活動の継
けいぞく

続について】

新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の拡
かくだい

大で、先
さき

の見
みとお

通しがつかない状
じょうきょう

況とな

っていますが、訪
ほうもんかつどう

問活動は原
げんそく

則として通
つうじょう

常どおり実
じっし

施する予
よてい

定です。ただ

し、おにぎりを作
さくせい

製する場
ばしょ

所が閉
へいさ

鎖されるなど不
ふそく

測の事
じたい

態が起
お

こった場
ばあい

合

には事
じぜん

前のお断
ことわ

りなしにお休
やす

みすることもあります。ご承
しょうち

知おきください。



おにぎりを包
つつ

んでいるラップや読
よ

み終
お

わった通
つうしん

信は放
ほ う ち

置せずに、ゴミ

箱
ばこ

に入
い

れるなどして片
か た づ

付けにご協
きょうりょく

力をお願
ねが

いいたします。おにぎりは

かならずその日
ひ

のうちにお召
め

し上
あ

がり下
くだ

さい。一
ひ と り

人でも多
おお

くの方
かた

に召
め

し上
あ

がっていただくため、おにぎりは一
ひ と り い っ こ

人一個でお願
ねが

いいたします。

四
よ

ツ谷
や

おにぎり仲
なか

間
ま

　連
れんらくさき

絡先 ０８０－７９６７－８６７２

連
れんらく

絡可
か

能
のう

時
じ

間
かん

　毎
まいしゅう

週土
ど

曜
よう

日
び

　午
ご

後
ご

３時
じ

～午
ご ご

後６時
じ

千
ち よ だ く

代田区麹
こうじまち

町６－５－１  聖
せい

イグナチオ教
きょうかい

会

 

新
しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症の拡
かくだい

大で、みなさんの生
せいかつ

活にも大
おお

きな影
えいきょう

響が及
およ

んでいる

ことと思
おも

います。たとえば今
こ と し

年の上
うえのこうえん

野公園の花
は な み

見は宴
えんせききんし

席禁止となったため、アルミ

缶
かんかいしゅう

回 収を生
なりわい

業とする方
かた

の生
せいかつ

活を直
ちょくげき

撃しました。また、炊
た

き出
だ

しなどにも影
えいきょう

響が出
で

てい

ます。池
いえぶくろ

袋の TENOHASHI（てのはし）では、温
あたた

かい炊
た

き出
だ

しを断
だんねん

念して、事
じぜん

前に

用
ようい

意しておいた弁
べんとう

当の配
はいしょく

食に切
き

り替
か

え、公
こうえん

園での密
みっしゅう

集を避
さ

けるために、受
う

け取
と

った人
ひと

は

公
こうえん

園で食
た

べずに持
も

ち帰
かえ

るというかたちにしたそうです。

ところでフランスでも、外
がいしゅつきんしれい

出禁止令によって 25 万
まんにん

人にのぼる路
ろじょうせいかつしゃ

上生活者の生
せいかつ

活を

直
ちょくげき

撃しているそうです（以
い か

下、新
しんぶんきじ

聞記事の要
ようやく

約）。たとえばパリ西
せいぶ

部のマンションの

壁
かべぎわ

際で路
ろじょうせいかつ

上生活をする四
よんじゅう

十 代
だい

半
なか

ばの女
じょせい

性は、5 年
ねんまえ

前に夫
おっと

が病
びょうし

死して収
しゅうにゅう

入が途
と だ

絶え、

路
ろじょうせいかつ

上生活を始
はじ

めた。生
せいかつこんきゅうしゃむ

活困窮者向けに国
くに

から支
しきゅう

給される月
げつがく

額 560 ユーロ（約
やく

6 万
まん

7

千
せんえん

円）の手
てあて

当と、スーパーの前
まえ

で客
きゃく

から時
ときおり

折もらう小
こぜに

銭や食
しょくりょうひん

料 品が生
せいかつ

活の糧
かて

だった

が、外
がいしゅつきんしれい

出禁止令が出
で

たとたんに「あっという間
ま

に街
まち

が砂
さばく

漠のようになってしまった」そ

うです。人
ひとどお

通りが激
げきげん

減し、人
ひとびと

々は急
きゅう

にマスクを着
つ

けだした。「私
わたし

に誰
だれ

も近
ちか

づかなくなっ

た」とのこと。午
ご ご

後 3 時
じ

に市
しない

内の公
こうてきしえんしせつ

的支援施設でシャワーを浴
あ

び、イワシの缶
かんづめ

詰やミ

ネラルウォーターなど 1 食
しょくぶん

分の袋
ふくろ

をもらって飢
う

えをしのぐ。夕
ゆうがた

方になると布
ふとん

団に潜
もぐ

り、

朝
あさ

を待
まつ

つ。

パリで毎
まいゆう

夕、路
ろじょうせいかつしゃ

上生活者に食
しょくりょう

料を配
くば

ってきた支
しえんだんたい

援団体ロバンデリュのスタッフは、

「（3 月
がつ

）14 日
にち

から支
しえんかつどう

援活動ができないでいる」という。マスクや消
しょうどくざい

毒剤が不
ふそく

足し、互
たが

いの安
あんぜん

全を保
ほしょう

証できなくなったためだ。外
がいしゅつきんしれい

出禁止令が始
はじ

まったこともあり、多
おお

くの仲
なか

間
ま

の支
しえんだんたい

援団体がいったん活
かつどう

動を停
ていし

止した。「臨
りんじ

時の宿
しゅくはくじょ

泊所は不
ふえいせい

衛生で、路
ろじょうせいかつ

上生活を選
えら

ぶ人
ひと

がたくさんいる。新
しんがた

型コロナウイルスのことを知
し

らず、どうして支
しえん

援が途
と だ

絶えたのかわ

からない人
ひと

もいる。今
いま

ほど路
ろじょうせいかつしゃ

上生活者が助
たす

けを必
ひつよう

要としている時
とき

はない」

フランス政
せいふ

府は臨
りんじしゅくはくじょ

時宿泊所としてホテルを活
かつよう

用すると発
はっぴょう

表していますが、25 万
まん

人
にん

と

いう数
すうじ

字を考
かんが

えると、すべてをカバーできるわけではないと思
おも

われます。


